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実技試験 1 
 
 

次の資料を基に以下の問題に答えよ。ただし，UTC は協定世界時を意味し，問題⽂中の時
刻は特に断らない限り中央標準時(⽇本時)である。中央標準時は協定世界時に対して 9 時間
進んでいる。なお，解答における字数に関する指⽰は概ねの⽬安であり，それより若⼲多く
ても少なくてもよい。 
 

 

  

図 1 地上天気図        XX年1⽉23⽇21時(12UTC) 
図 2 500hPa 天気図        XX年1⽉23⽇21時(12UTC) 
図 3 850hPa 天気図        XX年1⽉23⽇21時(12UTC) 
図 4 状態曲線        XX 年 1 ⽉ 24 ⽇ 9 時(00UTC) 

チンタオ(上)，⿅児島(下) 
図 5 500hPa ⾼度・渦度 12 時間予想図(上) 

地上気圧・降⽔量・⾵ 12 時間予想図(下) 
図 6 500hPa ⾼度・渦度 24 時間予想図(上) 

地上気圧・降⽔量・⾵ 24 時間予想図(下) 
図 7 500hPa 気温，700hPa 湿数 12 時間予想図(上) 

850hPa 気温・⾵，700hPa 鉛直流 12 時間予想図(下) 
図 8 500hPa 気温，700hPa 湿数 24 時間予想図(上) 

850hPa 気温・⾵，700hPa 鉛直流 24 時間予想図(下) 
図 9 気象衛星可視画像  XX 年1 ⽉24 ⽇9 時(00UTC)，25 ⽇9 時(00UTC) 
図 10 福岡県とその周辺のアメダス実況図(⾵・気温) 

XX 年 1 ⽉ 25 ⽇ 2 時(24 ⽇ 17UTC)，3 時(24 ⽇ 18UTC) 
図 11 地上⾵・気温の時系列図 XX 年1 ⽉25 ⽇1 時(24 ⽇16UTC)〜5 時(24 ⽇20UTC) 

福岡(上)，博多(福岡空港)(下)  
図 12 ⻑崎における気象観測値の時系列図 

XX 年 1 ⽉ 24 ⽇ 1 時(23 ⽇ 16UTC)〜24 時(15UTC) 
図 13 沿岸波浪実況図       XX年1⽉24⽇21時(12UTC) 
表 1 ⻑崎市の注意報発表基準⼀覧表(抜粋) 
 
予想図の初期時刻は，いずれも XX 年 1 ⽉ 23 ⽇ 21 時(12UTC) 
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XX 年 1 ⽉ 23 ⽇から 25 ⽇にかけての⽇本付近における気象の解析と予想に関する以下の
問いに答えよ。予想図の初期時刻は，いずれも 1 ⽉ 23 ⽇ 21 時(12UTC)である。 

 
問 1 図 1〜図 3 は 23 ⽇ 21 時の実況資料である。これらを⽤いて以下の問いに答えよ。 
 

(1)  ⽇本付近の気象概況と総観場について述べた次の⽂章の空欄($①$)〜($⑪$)に⼊る適
切な数値または語句を答えよ。ただし，②⑩は 16 ⽅位，⑦は 8 ⽅位で答えよ。 

 
地上天気図によると，関東の東の海上には中⼼気圧($①$)hPa の発達中の低

気圧があり，($②$)に 20 ノットで進んでいる。この低気圧に対して($③$)警報
が発表されている。また，⻩海から東シナ海および沖縄の南にかけて波線で囲
まれた領域に対して($④$)警報が発表されている。⼀⽅，⼩笠原諸島付近には
($⑤$)前線が東⻄にのびている。 

500hPa 天気図によると，朝鮮半島北部に低気圧があり，中⼼の⾼度は($⑥$)m
である。この低気圧に対応する寒気の中⼼は低気圧中⼼の($⑦$)側にあり，その
付近で最も低い観測値は($⑧$)℃である。 

850hPa 天気図によると，チェジュ島では($⑨$)ノットの強い($⑩$)の⾵が($⑪$)
線を横切って吹いていることから寒気移流が強いことがわかる。 

 
(2)  図 1 において，秋⽥と⿅児島で観測された要素の⼀部を記⼊した下表の空欄($①$)

〜($⑦$)に⼊る適切な語句または数値を答えよ。⼗種雲形は，観測されたすべてを答
えよ。 

 

 

 

 

 

 

(3)  (1)の④の警報基準に達した，または達すると予想される要因となる気象状況を，気
圧配置に着⽬し，「低気圧」または「⾼気圧」の語を⽤いて 25 字程度で述べよ。 

 

 
問 2 図 4 はチンタオ(位置を図 3 に⽰す)と⿅児島の 24 ⽇ 9 時の状態曲線であり，図 5 は

500hPa ⾼度・渦度(上)，地上気圧・降⽔量・⾵(下)の 12 時間予想図である。これらを
⽤いて以下の問いに答えよ。 

 
(1)  図4 に現れているチンタオと⿅児島の⼤気の状態の違いは，冬型の気圧配置のときに

特徴的なものである。そのうちの湿度の違いを，逆転層とその⾼度に着⽬して 55 字程
度で述べよ。 
 

  

 秋⽥ ⿅児島 
現在天気 ($①$) 観測時前($②$)時間以内に($③$)があった 
気温(℃) ($④$) ($⑤$) 
⼗種雲形 ($⑥$) ($⑦$) 
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(2)  チンタオと⿅児島の⼤気の安定度に関する以下の問いに答えよ。 
 
① 指数 A を 850hPa〜500hPa の SSI(ショワルターの安定指数)，指数 B を SSI と同

様の⽅法により求めた 850hPa〜700hPa の安定指数とするとき，図 4 に基づき，
チンタオおよび⿅児島における指数 A，指数 B を，符号を付した整数で答えよ。 

 
② ⿅児島における指数 A と指数 B のうち，図 5(下)において九州付近に広がる降⽔予

想との対応が良くないのはどちらか，記号で答えよ。また，その理由を，図 4 に基
づき(1)に着⽬して 45 字程度で述べよ。 

 
③ この事例のような冬季のしゅう⾬性降⽔を考えるとき，⼤気下層から中層にかけ

ての⼤気の安定度を適切に把握するには，⼤気下層からどのような⾼さまでの安定
度を考えれば良いかを，気圧等の数値は⽰さずに簡潔に答えよ。 

 
 
問 3 図 6 は 500hPa ⾼度・渦度(上)，地上気圧・降⽔量・⾵(下)の 24 時間予想図，図 7

および図 8 は，500hPa 気温・700hPa 湿数(上)，850hPa 気温・⾵・700hPa 鉛直流(下)
の 12 時間および 24 時間予想図，図 9 の(ア)および(イ)は，24 ⽇ 9 時または 25 ⽇ 9 時
のいずれかの気象衛星可視画像である。これらと図 5 を⽤いて以下の問いに答えよ。 

 
(1)  図 6(上)には，⻄⽇本を通過する 500hPa のトラフ T の 24 ⽇ 21 時の予想位置が⽰し

てある。このトラフ T の 24 ⽇ 9 時における予想位置を，図 5(上)の⼀部を抜き出した
解答図に，図 6(上)にならって実線で記⼊せよ。 

 
(2)  図 7(下)を⽤いて，図 5(下)で⽇本海中部，および九州の⽇本海側から東シナ海側

にかけて予想される降⽔の要因となっている気象状況について述べた次の⽂章の空
欄($①$)〜($⑤$)に⼊る適切な語句を答えよ。 
 

⽇本海中部をほぼ東⻄にのびる降⽔域は，主に 850hPa で⾒られる($①$)に
対応しており，700hPa では強い($②$)が予想されている。また，850hPa では
周囲と⽐較して相対的に気温が($③$)くなっている。 

⼀⽅，九州付近とその北から⻄にかけての海上での降⽔域は，下層の強い
($④$)に伴い，⼤陸からの乾燥した寒気が暖かい海上を進むうちに熱と⽔蒸
気の補給を受けて変質し，⼤気の成層が($⑤$)化してもたらされている。 

 
(3)  図 7，図 8 を⽤いて，図 6(下)で九州付近に予想されている降⽔域に関連する，700hPa

の鉛直 p 速度と湿数および 850hPa の温度移流の，12 時間後から 24 時間後にかけて
の変化を 45 字程度で述べよ。  
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(4)  図 9 を⽤いて以下の問いに答えよ。 
 

① (ア)における⻩海〜東シナ海の雲域の位置と⾯積，雲の形状の特徴を，(イ)と⽐較
して 50 字程度で述べよ。 

 
② 24 ⽇ 9 時の気象衛星画像は(ア)または(イ)のいずれか，記号で答えよ。 
 

 

問 4 図 10 は 25 ⽇ 2 時および 3 時の福岡県とその周辺の地上⾵と気温の実況図であり，
図 11 は 25 ⽇ 1 時〜5 時の福岡と博多(福岡空港)の地上⾵と気温の時系列図である。こ
れらを⽤いて以下の問いに答えよ。 

 
(1)  次の⽂章の空欄($①$)〜($⑤$)に⼊る適切な数値または語句を答えよ。ただし，③は

16 ⽅位で答えよ。 
 

25 ⽇ 2 時には，沿岸部で最⼤($①$)m/s の北⻄から⻄北⻄にかけての季節⾵
が観測されているが，内陸側では季節⾵とは異なる⾵向分布となっている。内
陸側の⾵速の最⼤は($②$)m/s でその⾵向は($③$)である。気温は内陸で低く
なっており，2 時の気温の最低は($④$)℃である。内陸における気温と⾵の分
布を⾒ると，−5℃以下の低温域付近から⾵が吹き出していることがわかり，
この付近に⼩規模な($⑤$)が形成されていると推定できる。 

 
(2)  (1)の⑤が形成される要因を，気温に着⽬して簡潔に答えよ。 

 

(3)  福岡県内の⽇本海側沿岸に⾒られるシアーラインに関する以下の問いに答えよ。 
 
① 解答図に，2 時のシアーラインを実線で記⼊せよ。 
 
② ①のシアーラインを挟んだ気温分布の特徴を 30 字程度で述べよ。 
 

③ 図 10 および図 11 を⽤いて，25 ⽇ 1 時〜5 時のシアーラインの位置について，以
下のそれぞれに対応する時間帯を 10 分刻みで答えよ。なお，時間帯が⼀つのみの
場合は，⼆つ⽬の解答欄は空⽩とせよ。 
 福岡の北側にあった時間帯 
 福岡と博多の間にあった時間帯 
 博多の南側にあった時間帯 

 
④ 博多の3時頃の気温が他の時間帯より4℃程度⾼い理由をシアーラインに着⽬して

30 字程度で述べよ。 
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問 5 図12 は24 ⽇1 時〜24 時の⻑崎(⻑崎県)の気象観測値の時系列図であり，表1 は⻑崎
市の注意報発表基準の⼀部である。また，図13 は24 ⽇21 時の沿岸波浪実況図である。
これらを⽤いて以下の問いに答えよ。 

 
(1)  図 12 と表 1 を⽤いて以下の問いに答えよ。 

 
① 降⽔はすべて降雪によるものと仮定して，24 ⽇ 12 時における前 12 時間の降雪の

深さの合計および前 12 時間降⽔量から雪⽔⽐(cm/mm)を計算して，四捨五⼊によ
り⼩数第 1 位までの数値で答えよ。 

 

② 表 1 で⽰した注意報のうち，図 12 に⽰された気象状況が予想される場合に⻑崎市
に対して発表される注意報をすべて答えよ。なお，⻑崎は⻑崎市の平地である。 

 
(2)  図 13 を⽤いて以下の問いに答えよ。 

 
① 地点イにおける，⾵向，⾵速，波⾼，卓越周期，卓越波向を答えよ。ただし，⾵

向および卓越波向は 16 ⽅位で，その他は単位を付した整数値で答えよ。 
 

② 地点イ付近の波⾼が地点ア付近より⼤きい理由を 20 字程度で述べよ。 
 

  



図1 

秋田の実況 鹿児島の実況 

図1 地上天気図 XX年1月23日21時(12UTC) 
実線：気圧(hPa) 
矢羽：風向・風速(ノット)(短矢羽：5ノット，長矢羽：10ノット，旗矢羽：50ノット) 
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図2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実線：߶度(m)，ഃ線：気Ի( )̍ 
矢羽：風向・風速(ノット)(短矢羽：5ノット，長矢羽：10ノット，旗矢羽：50ノット) 

図3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図3  850hPa天気図                 XX年1月23日21時(12UTC) 
実線：߶度(m)，ഃ線：気Ի( )̍(໤ֽ͜Ү：਼࣬ 3ʿ )̍ 
矢羽：風向・風速(ノット)(短矢羽：5ノット，長矢羽：10ノット，旗矢羽：50ノット) 

οΥζϣ島 
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οϱνΨ 

図2  500hPa天気図���           XX年1月23日21時(12UTC) 
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図4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図4 য়ସۄ線                    XX年1月24日9時(00UTC) 
οϱνΨ(上)，鹿児島(Ծ) 
実線：気Ի(̍  )，ഃ線：࿒఼Ի度(  ̍) 
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図5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図5 500hPa߶度・Ӗ度12時ؔ予૟図(上) 
ଢ実線：߶度(m)，ഃ線͕Γ;ࡋ実線：Ӗ度(10-6/s)，(໤ֽ͜Ү：Ӗ度 0ʾ) 

地上気圧・߳ਭྖ・風12時ؔ予૟図(Ծ) 
実線：気圧(hPa)，ഃ線：予૟時ࠃ઴12時ؔ߳ਭ (ྖmm) 
矢羽：風向・風速(ノット)(短矢羽：5ノット，長矢羽：10ノット，旗矢羽：50ノット) 

   )CTU21(時12日32月1年XX ࠃ時غॵ
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図6 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図6 500hPa߶度・Ӗ度24時ؔ予૟図(上) 
ଢ実線：߶度(m)，ഃ線͕Γ;ࡋ実線：Ӗ度(10-6/s)，(໤ֽ͜Ү：Ӗ度 0ʾ) 

地上気圧・߳ਭྖ・風24時ؔ予૟図(Ծ) 
実線：気圧(hPa)，ഃ線：予૟時ࠃ઴12時ؔ߳ਭ (ྖmm) 
矢羽：風向・風速(ノット)(短矢羽：5ノット，長矢羽：10ノット，旗矢羽：50ノット) 

ॵغ時ࠃ XX年1月23日21時(12UTC)   

T
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図7 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図7 500hPa気Ի，700hPa਼࣬12時ؔ予૟図(上) 
ଢ実線：500hPa気Ի(̍ )，ഃ線͕Γ;ࡋ実線：700hPa࣬ (਼ )̍(໤ֽ͜Ү：਼࣬ 3ʿ )̍ 

850hPa気Ի・風，700hPaԘ௜ླྀ12時ؔ予૟図(Ծ) 
ଢ実線：850hPa気Ի(̍ )，ഃ線͕ Γ;ࡋ実線：700hPaԘ௜p速度(hPa/h)，(໤ֽ Ү͜：ෝ྘Ү) 
矢羽：850hPa風向・風速(ノット)(短矢羽：5ノット，長矢羽：10ノット，旗矢羽：50ノット) 

ॵغ時ࠃ XX年1月23日21時(12UTC)   

平 成 2 9 年 度 第 2 回 ( 通 算 第 4 9 回 )  気 象 予 報 士 試 験 ( 実 技 1 )  1 2



図8 

図8 500hPa気Ի，700hPa਼࣬24時ؔ予૟図(上) 
ଢ実線：500hPa気Ի(̍ )，ഃ線͕Γ;ࡋ実線：700hPa࣬ (਼ )̍(໤ֽ͜Ү：਼࣬ 3ʿ )̍ 

850hPa気Ի・風，700hPaԘ௜ླྀ24時ؔ予૟図(Ծ) 
ଢ実線：850hPa気Ի(̍ )，ഃ線͕ Γ;ࡋ実線：700hPaԘ௜p速度(hPa/h)，(໤ֽ Ү͜：ෝ྘Ү) 
矢羽：850hPa風向・風速(ノット)(短矢羽：5ノット，長矢羽：10ノット，旗矢羽：50ノット) 

ॵغ時ࠃ XX年1月23日21時(12UTC) 
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矢羽：風向・風速ʤm/sʥʤ短矢羽：1m/s，長矢羽：2m/sʥ 
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図9 気象Ӷ੗Նࢻժ଀         XX年1月24日9時(00UTC)，25日9時(00UTC) 

XX年1月25日2時(24日17UTC)，3時(24日18UTC) 
਼஍：気Ի(̍ )(6.5 /̍kmの߶度ึਜ਼Νͪ͢ࢬඬ߶0mの気Ի) 

図10 ෳԮݟͳͨのबวのΠϟξη実況図(風・気Ի) 
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 図12 長࡜Ͷ͕͜Ζ気象؏଎஍の時ܧ྽図 
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XX年1月24日1時(23日16UTC)ʛ24時(15UTC)

図11 地上風・気Իの時ܧ྽図 XX年1月25日1時(24日16UTC)ʛ5時(24日20UTC) 

߳ઉの਄  ͠



झ  ྪ  ६خ
୉ઉ 平地：24時ؔ߳ઉの਄͠5cm， ࢃ地：24時ؔ߳ઉの਄͠10cm 
བྷ ཚབྷ౵ͶΓΕඅ֒͗予૟͠ΗΖ৖߻ 
ೳ  ໆ ཰上：ࢻఖ100m， ֐ք：ࢻఖ500m， ୉ଞ࿹：ࢻఖ500m 
ঘ࣬度45ˍͲ，実ް࣬度65࠹૫ ᶅף  ̱  ᶆ実ް࣬度60  ̱

͵ͫΗ 
੷ઉの਄͠100cmҐ上Ͳ，࣏の͏ͥΗ  ͖ 1 気Ի3ˈҐ上の޹天 

                    2 ఁ気圧౵ͶΓΖ߳ӏ 
                    3 ߳ઉの਄͠30cmҐ上 

ఁԻ 
Ոغ：平年ΓΕ平ۋ気Ի͗4ˈҐ上ఁ͏日͗3日କ͏ͪޛ， 
      ͠ΔͶ2日Ґ上କ͚ͳ予૟͠ΗΖ৖߻ 
౛࠹：غఁ気Ի -͗3ˈҐԾ 

 ૾ 11月30日ΉͲの૥૾，3月15日Ґ߳の൫  ૾  ఁ気Ի4ˈҐԾ࠹ 
஥ත ୉ઉ஭қ報・ܱ報のড়݇ԾͲ，気Ի -͗2ˈʛ2  ̍  ࣬度90ˍҐ上 
஥ઉ ୉ઉ஭қ報・ܱ報のড়݇ԾͲ，気Ի -͗2ˈʛ2  ̍  ࣬度90ˍҐ上 

න1 長ࢤ࡜の஭қ報൅නخ६Ҳལනʤൊਰʥ 
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図13 Ԍഀ؝࿚実況図                 XX年1月24日21時ʤ12UTCʥ 
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